
２０２２ しおじり森林塾（基礎編）
活動報告

☆ しおじり森林塾の目的 ☆

①木材搬出にかかる実践的な技術と知識の習得

②森林施業に携わる多様な担い手の育成のプラットフォームの構築

③信州F・パワープロジェクト 木質バイオマス発電所の稼働に向けた燃料材の供給を図る

林業経験者向け講座

一般社団法人 塩尻市森林公社

令和4年10月15日、22日開催



白テープを張ったプロットに何本の木が植生
しているか、胸高直径や樹高はどのくらいか

等、林内の調査を行います。

伐倒方向を決め、受け口を作ります。
ツルを残して追い口を入れていきます。

受け口がしっかりとポールの方向に向
いているか確認し、公社職員や講師が

修正を促します。

森林塾１日目

講師の指示のもと練習します。

チェーンソーの構造について、
実際にチェーンソーで示しなが
ら講師が説明を行います。

樹高を目測で予想します。

記帳、計測、それぞれに
役割を担います。

森林調査



森林塾２日目

□ 理論と実践の両論を教えてもらえて良かった。
□ 立木を伐る機会がないのでとても良い経験になった。
□ チェーンソーの使い方、整備、安全や正確な伐倒作業の実践など、勉強になった。

どの木を伐って、どの木を残すのか
選定します。

全ての作業終了後に
目立てを行います。

いよいよ伐倒です!

チルホールの使い方も学びます。
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